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17．モノクローナル抗体標識用キレート剤のスペー

　　サ内炭化水素鎖数の検討
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19．1XFDG－PETによる肺癌肺門縦隔リンパ節転移の

　　評価：2”nTl・SPECTおよびCTとの比較
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　川ln標識抗体の肝・脾の非特異的集積を低減する目

的で，化学スペーサ内炭化水素鎖数を3，5，7および

10個に変更した金属キレート剤を合成し，それぞれ

のキレート剤と抗体との結合反応条件を検討した．

炭化水素鎖含有の4種のキレート剤を合成し，以前検

討した抗体との至適反応条件でモノクローナル抗体

A7との結合が可能であった．

　川lnで標識した場合，体内診断用として十分高い比

放射能が得られた．抗体の免疫活性は標識後72％か

ら87％と保持された．標識率はそれぞれ44％，56”／o，

63％および76％と炭化水素鎖が長いほど標識率が高

い傾向が認められ，立体障害の関与が示唆された．

18．上顎洞黒色腫の1231－IMP　scintigraphy
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　症例は68歳女性で，主訴は鼻出血である．CT上

右上顎洞腫瘍を疑われ来院した．所見として暗青色

の腫瘍を認めた．CTでは，骨破壊性の右上顎洞腫瘍

が検出された．MRIでは，　Tt強調像でやや高信号の

上顎洞腫瘍で，肉眼所見と考えて黒色腫が否定でき

ないと考察された．そこで，i231－IMP　scintigraphyを施

行した．Planar像およびSPECT像で，右上顎洞腫瘍

に一致した著明な腫瘍集積を認めた．生検の結果

は，melanotic・melanomaであった．動注化学療法およ

び放射線療法が施行された．治療後のMRIでは，腫

瘍の大きさは縮小傾向あり，内部の信号強度の変化

がみられ治療効果が認められた．しかし，t231－IMP

scintigraphyでは治療前と同様な異常集積を示し，治

療不充分と考えられた．IMPで黒色腫を評価した一

症例．

　肺癌の肺門縦隔リンパ節転移の検出における

L8FDG－PETの有用性を2°｝TLSPECTおよびCTと比較

することにより評価した．対象は術前にISFDG－PET

およびCTを施行した原発性肺癌手術症例12例で，

p－N分類と比較検討した．11例では術前に2°iTl－

SPECTを施行した．肺門縦隔リンパ節転移は12例中

3例に認められた．t8FDG－PET，2°LTI－SPECT，　CTの

sensitivityはそれぞれ100°／・（3／3），67％（2／3），67％（2／

3），specificityは100％（9／9），100％（8／8），89％（8／9）で

あった．18FDG陽性2°tTl陰性例が1例，｜XFDG陽性

CT偽陰性例が1例認められ，偽陽性例はCTにての

み1例認められた．さらに症例を増やし検討する必要

があるが，j8FDG－PETは肺癌肺門縦隔リンパ節転移

の診断に有用であると思われた．

20．転移性骨腫瘍に伴う骨性痙痛に対するs°Sr内照
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　骨転移に対する疾痛治療法として臨床応用が期待

される放射性薬剤ストロンチウムー89を使用した2例

の経験を報告する．

　広範な骨転移により著明な痙痛を生じた前立腺癌

患者2名に対し89Sr　2．2　MBq／kg静注し，痙痛等の自

他覚症状の変化，副作用の発現について検討を行っ

た．本薬剤の投与により疹痛軽減，睡眠改善，鎮痛

剤使用低減などQOLの改善が観察された．血小板減

少などの副作用の発現は軽微であり，臨床上問題に

はならない程度であった．また，転移巣の進展を予

防する効果も示唆された．

　以上より本剤は疾痛治療に有用かつ安全な薬剤で

あると考えられた．
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